
堀
河
百
首
題

「神
楽
」
を
め
ぐ

っ
て

内

藤

愛

子

『堀
河
百
首
』
成
立
以
前
に
は
、
歌
題
と
し
て
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
歌
題
が
数
多
く
み
ら
れ
る
冬
部

の
歌
題
に
注
目
し
、
各
歌
題
の
特
徴
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た

い
。
今
回
は
、

「神
楽
」
を
取
り
上
げ
て
、
こ
の
歌
題
を

詠
出
歌
人
達
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
詠
じ
た
か
を
具
体
的
に
検
討
を
加
え
、
堀

河
百
首
題

「神
楽
」
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
堀
河
百
首
題

「神
楽
」
が
成
立
す
る
以
前
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て

い
た
か
を
み
る
こ
と
に
拠

っ
て
歌
題
化

へ
の
変
遷
を
辿

っ
て
み
た
い
。

勅
撰
集

の
八
代
集
に
お
い
て
、
神
楽
と

い
う
歌
題
は

『堀
河
百
首
』
成
立
以

前
の
勅
撰
集
に
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
『古
今
集
』
で
は
、
第
二
十
巻

に

　

　

神
遊
び
の
歌
と

い
う
部
立
が
独
立
し
、
そ
こ
に
は
十
三
首

(07
～
07
)
あ
り
、

1

噌ーユ

採
物
歌
六
首
、
日
女
歌

一
首
、
返
物
歌
六
首
が
あ
る
。

『後
撰
集
』
で
は
、
冬
部
に

一
首

(妍
)
に
題
し
ら
ず
、
読
人
し
ら
ず
の
歌

と
し
て
妍
千
早
振
る
神
垣
山
の
榊
葉
は
時
雨
に
色
も
変
ら
ざ
り
け
り

と
あ
り
、
冬
の
主
題
配
列
か
ら
、
「時

雨
」
、
「紅
葉
」
と
捉
え
ら
れ
、
『古
今
集
』

　

の
神
遊
歌

(07
)
を
前
提
に
し
た
詠
歌
で
あ
る
。

ユ

　07
神
垣
の
御
室

の
山
の
榊
葉
は
神

の
御
前
に
茂
り
あ
ひ
に
け
り

ユ
『拾
遺
集
』
に
お
い
て
、
神
楽

の
主
題

の
歌
は
、
冬
部
に
な
く
、
『古
今
集
』

と
同
様
に
第
十
巻
に
神
楽
歌
と
い
う
部
立
が
独
立
し
て
い
る
。
そ
の
部
立
に
は

神
楽
歌
十

一
首

(
6

瓜U

74～
8

に」

戻」)
と
神
祇
歌
で
構
成
さ
れ
、
神
楽
歌
十

一
首
は
採
物

歌
入
首
、
大
前
張

二
首
日
霊
歌

一
首
で
、
『古
今
集
』
神
遊
び
歌
を
踏
ま
え
た

構
成
に
な

っ
て
い
る
。

次
に
、

『後
拾
遺
集
』
で
は
、
第

二
十
巻
雑
六
に
神
祇

の
部
立
が
あ
り
、
神

祇
信
仰
関
係

の
歌

の
部
立
で
あ
り
、
神
楽
歌
や
神
楽
を
歌
題
と
し
た
歌
は
見
出

せ
な
い
。

　

だ
が
、
神
楽
と
同
様
の
発
想
に
拠

っ
た
詠
歌

(17
)
が
見
出
せ
る
。

ユ

大
原
野
祭
の
上
卿
に
て
ま

い
り

て
侍
り
け
る
に
、
雪
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

消
え
け
る
に
見
て
よ
み
侍
り
け
る

治
部
卿
伊
房

　17
さ
か
き
葉

に
降
る
白
雪
は
消
え
ぬ
め
り
神
の
心
は
い
ま
や
と
く
ら
ん

ユ『堀
河
百
首
』
成
立
以
前
の
勅
撰
集

に
お
い
て
、
神
楽
は
、
冬
季
の
部
立
の

主
題
、
歌
題
と
し
て
見
え
ず
、
『古
今
集
』
以
来
神
遊
び
歌
、
神
楽
歌
、
神
祇

と
い
う
独
立
し
た
部
立
が
あ
り
、
そ
の
中
で
神
楽
歌
と

い
う
歌
群
の
形
成
が
み

ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

だ
が
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降

の
勅
撰
集

で
あ
る

『金
葉
集
』
に
お

い
て

は
、
第
四
巻

の
冬
部
に
神
楽
を
歌
題
と
し
た
歌
が
二
首

(4

5

∩ヲ
●
0ヲ

リ乙

り4)
み
え
る
。

家
経
朝
臣
の
桂

の
障
子

の
絵
に
、
神
楽
し
た
る
所
を
よ
め
る
康
資
王
母

(15)



蹴
さ
か
き
ば
や
立
舞
ふ
袖

の
追
い
風
に
な
び
か
ぬ
神
は
あ
ら
じ
と
そ
思
ふ

神
楽
の
心
を
よ
め
る

皇
后
宮
権
大
夫
師
時

獅
か
み
が
き
の
三
室
の
山
に
霜
ふ
れ
ば
ゆ
ふ
し
で
か
け
ぬ
榊
葉
ぞ
な
き

だ
が
、
『詞
花
集
』
に
は
、
独
立

し
た
部
立
や
神
楽

の
歌
題
も
な
く
、

『千
載

集
』
、
『新
古
今
集
』
に
は
各
々
神
祇

の
部
立
が
設
け
ら
れ
、
神
楽
、
神
遊
び
を

歌
題
と
し
た
歌
の
配
列
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降

の
八
代
集
に
お
い
て
、

『金
葉
集
』

の
み
、
冬
部
立
に
歌
題
と
し
て
神
楽

の
配
列
が
み
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
せ
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
撰
者
で
あ
る
源
俊
頼

が
神
祇
の
部
立
を
作
ら
ず
、
神
楽
を
冬
季

の
歌
題
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
撰
者

の
編
集
意
図

の

一
端
を
看
取
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
『金
葉
集
』
、

『詞
花
集
』
以
外

の
勅
撰
集

『千
載
集
』

や

『新

古
今
集
』
に
お
い
て
、
神
楽
は
神
祇

の
部
立
の
歌
題
と
し
て
定
着
が
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
『古
今
集
』
以
来

の
伝
統

に
基
づ

い
て
、
あ
く
ま
で
も
独
立
し
た
部

立
が
あ
り
、
歌
題
と
し
て
も
見
出
さ

れ
、
で
冬
季

の
年
中
行
事

の
歌
題
と
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
神
楽
は
、
屏
風
歌

の
画
料

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
屏
風
歌
に
お

け
る
神
楽
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
初
期

の
屏
風
歌
の
代
表
歌
人
で
あ
る
紀
貫
之

の

『貫
之
集
』
(
『私
家

集
大
成
中
古
1
』

57
)
を
取
り
上
げ

、
神
楽
の
屏
風
歌
を
抽
出
し
て
み
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

神
楽

の
屏
風
歌
は
、

「神
楽
」

(
19

・
謝
)
、
「神
楽

せ
る
と

こ
ろ
」

(蠍
)
、

「な

つ
か
く
ら
」

(374
)

の
四
首
で
あ
る
。
そ
の
四
首
の
季
節

に
拠

っ
て
分
け
て

み
る
と
、
夏
季
が

一
首

(374
)
で
残
り
は
冬
季

の
屏
風
歌
で
あ
る
。
次

の

一
首

は
、

な

つ
か
く
ら

鰡
行
水
の
う

へ
に

い
は

へ
る
河
や
し
ろ
か
は
浪
た
か
く
あ
そ
ふ
な
る
か
な

夏
神
楽
屏
風
の
歌

で
あ
り
、
『俊
頼
髄
脳
』

に
、
こ
の
歌
を
引

い
て

「水

の

上
に
神

の
社
を

い
は
ひ
て
夏
は
神
楽
す
る
な
り
」
と
し
、
夏
の
神
楽
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
屏
風
歌
に
お
い
て
夏

の
神
楽
を
扱

っ
た
歌
と
し
て

『た

・
見
』

(
『私

家
集
大
成
中
古
1
』

74
)
に

一
首

(
38
)
が
あ
り
、
夏
越
の
神
楽
を
詠
じ
て
い

る
。

み
つ
の
ほ
と
り
に
か
く
ら
す
る

38
み
な
か
み
の
こ

・
ら
な
か
れ
て
ゆ
く
み

つ
に
い
と

・
な
こ
し
の
か
く
ら
を

そ
す
る

貫
之

の
鰡
の
歌
も
、
夏
越

の
祓

の
時

の
神
楽
と
捉
え
ら
れ
、

『貫
之
集
』

(U

・
鄭
)
に

「
み
な
つ
き
は
ら

へ
」
と

「夏
祓

へ
」
の
屏
風
歌
が
見
出
せ
る
。

み
な

つ
き
は
ら

へ

11
み
そ
き
す
る
河
の
せ
み
れ
は
か
ら
衣
ひ
も
ゆ
ふ
く
れ
に
波
そ
立
け
る

な

つ
の
は
ら

へ

鰯
河
や
し
ろ
し
の
に
を
り
は

へ
ほ
す
衣

い
か
に
ほ
せ
は
か
な
ぬ
か
ひ
さ
ら
ん

こ
の
よ
う
に
、
屏
風
歌
の
画
料
と
し
て

「夏

の
神
楽
」
が
取
り
挙
げ
ら
れ
、

夏
越
の
祓

の
時
に
神
楽
を
行

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
の
他
三
首

(19

癖

・
謝
)
は
、
冬
季

の
神
楽
の
詠
歌

で
あ
る
。

十

一
月
か
く
ら

19
を
く
霜
に
色
も
か
は
ら
ぬ
榊
は
に
か
を
や
は
人
の
と
め
て
き

つ
ら
ん

か
く
ら
せ
る
と
こ
ろ

餅
足
引

の
山
の
さ
か
木

の
と
き
は
な
る
か
け
に
さ
か
ゆ
る
神

の
き
ね
か
も

か
く
ら

刪
榊
葉
の
と
き
は
に
あ
れ
は
な
か
け
く
に
命
た
も

て
る
神
の
き
ね
哉

　

　り

こ
れ
ら
三
首
は
、

い
ず
れ
も
神
楽
歌

(『古
今
集
』

07

・
07
)
を
発
想
の
基

1

1■亠

と
し
、
榊
葉
の
常
葉
に
常
盤
に
懸
け
て
い
る
。

　07
神
垣
の
御
室

の
山
の
榊
葉

の
御
前
に
茂
り
あ
ひ
に
け
り

ー

(16)



膈
霜
八
た
び
置
け
と
枯
せ
ぬ
榊
葉

の
立
ち
栄
ゆ
べ
き
神
の
巫
覡
か
も

　
そ
の
三
首

の
う
ち
、

一
首

(19
)
は
、
天
理
図
書
館
蔵
の

『貫
之
集
』

(『私
家

集
大
成
中
古

1
』

58
)

お

い
て
、

「十

一
月
神
祭
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

屏
風
歌
に

「
十

一
月
神
祭
」
と

い
う

画
料
が
あ
り
、
『貫
之
集
』
嬲
に

「
山
さ

と
に
神
ま
つ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
は
、
月
次

の
屏
風
歌
で
あ
る
こ

と
か
ら
冬
季
の
神
祭
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

山
里
に
神
ま

つ
る

嬲
神
ま

つ
る
時
に
し
な
れ
は
榊
葉

の
と
き
は
の
影
は
か
は
ら
さ
り
け
り

「神
祭
」
の
屏
風
歌
の
発
想
は
、
「神
楽
」
と
類
似
し
、
榊
葉
に
常
盤
を
懸
け
た

発
想
で
、
初
句
に

「神
ま

つ
る
」
と
し
、
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
屏
風
歌
に
お
い
て

「神
楽
」
と

「神
祭
」
は
発
想
や
詠
法
が

類
似
し
て
お
り
、
そ
の
相
違
は
、
屏
風
絵
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「神
楽
」
と

「神
祭
」
は
い
ず
れ
も
、
夏
季
、
冬
季

の

画
料
に
み
ら
れ
、
「神
楽
」

の
画
料
が
冬
季
と

の
季
節

の
限
定
は
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
、
定
数
歌
を
み
て
み
よ
う
。
初
期
百
首
歌

で
あ
る

『好
忠
百
首
』
、

『順

百
首
』

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
鵬
)
の
冬

の
歌
十
首
中
に
次
の
二
首

(輔

・

田
)
が
あ
る
。

鰤
神
ま

つ
る
ふ
ゆ
は
な
か
は
に
な
り
に
け
り
あ
ね
こ
か
ね
や
に
さ
か
き
お
り

し
き

脚
神
ま
つ
る
さ
か
き
は
さ
す
に
な
り
に
け
り
ゆ
ふ

つ
く
よ
に
そ
お
ほ
ぬ
さ
に

見
し

鰤
の
詠
歌
の
二
句
目
に

「冬

の
な
か
ば
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
十

一
月
の
神
祭
と

捉
え
ら
れ
る
。
前
掲

の
貫
之

の
歌

(
242
)
と
同
様

に
初
句

の

「
神
ま

つ
る
」
、

「榊
葉
」
と
詠
ま
れ
、
「神
祭
」

の
歌

と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
首

は
、

『古
今
和
歌
六
帖
』
の

「神
祭
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
「神
祭
」
は
、
歳
時
部

の
夏
に
分
類
が
み
ら
れ
、
冬
季

の
神
祭

の
歌
で
あ
る
こ
の
二
首
は
、
卯
月

の
神

祭
と
混
合
さ
れ
て
お
り
、
「神
祭
」
は
夏
の
主
題
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
『恵
慶
百
首
』

(
『私
家
集
大
成
中
古

1
』
醜
)
の
冬

の
十
首
の
う
ち

に
、㎜
し
も
か
れ
や
な
ら

の
ひ
ら
は
を
や
ひ
ら
て
に
さ
す
と

い
そ
け
る
か
み
の
み

や
つ
こ

と
あ
り
、
や
は
り
こ
の
詠
歌
は
、
「
や
ひ
ら
て
」
、
「
神
の
御
奴
」
と
い
う
神
事

に
関
わ
る
歌
語
か
ら

「神
祭
」
か

「神
楽
」
を
主
題
と
し
た
歌
と
解
さ
れ
よ
う
。

冬
季
の

「神
祭
」
の
歌
と
前
掲
の
貫
之

の
神
楽

の
屏
風
歌

(19

・
卿

・
謝
)

と
歌
と
し
て
の
明
確
な
質
的
な
相
違
は

つ
け
難

い
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
初
期
百
首
歌

の
冬
季
十
首

の
中
に

「神
祭
」
の
歌
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
は
、
既
に
ご
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
屏
風
歌
に
歌
材
を
仰

い
だ

　
ユ
　

新
し
い
歌
材
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も

「神
祭
」
は
、
夏
季
の
歌
材
と
し
て
で

な
く
、
冬
季
の
歌
材
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

だ
が
、
同
じ
定
数
歌

で
あ
る

『相
模
百
首
』

(『私
家
集
大
成
中
古

H
』

29
)

に
は
、
妍
庭
火
た
く
神
楽
の
に
は
の
い
ち
し
る
く
わ
か
榊
葉
の
さ
し
は
や
さ
な
む

と
あ
り
、
『相
模
百
首
』

の
十

一
月
に
神
楽
の
詠
歌
が
見
出
さ
れ
る
。
神
楽
は

冬
季
の
歌
材
と
し
、
神
楽
を
主
題
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
が
定
数

歌
に
お
け
る
神
楽
の
主
題
と
し
た
初
出
歌
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の

歌
に
は
、
神
楽
と

い
う
歌
語
が
詠
み
入
れ
ら
れ
、
神
楽
に
関
連
す
る
庭
火
、
榊

葉
と

い
う
歌
語
を
用

い
て
神
楽
の
活
気
あ
る
に
ぎ
や
か
さ
を
詠
じ
て
い
る
。

『相
模
百
首
』
に
お

い
て
、
初
夏
に

「神
祭
」
を

主
題
と
し
た
歌
が
み
え
、

初
期
百
首
歌

の
よ
う

に
冬
季

の
主
題
と
し
て
の

「神
祭
」
は
な
く
、
中
冬

に

「
豊
の
明
」
や

「神
楽
」
を
詠
じ
、
同
じ
主
題
の
重
複
を
避
け
た
と
推
察
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
定
数
歌
に
お
い
て
初
期
百
首
歌
に
は
神
楽
の
主
題
は
散
見
さ

(17)



れ
な
い
が

『相
模
百
首
』
に
お
い
て
冬
季

の
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
堀
河
百
首
題
と
共
通
項
目
が
多
く
見
ら
れ
る

『古
今
和
歌
六
帖
』
に

は
、
第

一
帖
の
歳
時

の
冬
に

「
か
ぐ
ら
」
の
項
目
が
あ
り
、
十
二
首
が
配
列
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
六
首
は
貫
之
の
詠
歌
で
あ
り
、
五
首
は
神
楽
歌
で
、
伊
勢
の

屏
風
歌

一
首

で
あ
る
。
貫
之
の
六
首

は
い
ず
れ
も
屏
風
歌
で
、
そ
の
う
ち
の
二

首

(6

ワご

ー

●
-ーム

2

り4
)
は

「夏
越
の
祓
」
と

「夏
神
楽
」

で
、

一
首

(跏
)
は

「臨
時

祭
」
、
そ
の
他
は

「神
楽
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『古
今
和
歌
六
帖
』
に
お
け
る

「神
楽
」
は
、
屏
風
歌
と
神

楽
歌
で
あ
り
、
季
節
の
関
わ
り
な
く

「神
楽
」
と
し
、
第

一
帖
歳
時
の
冬
に
分

類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
の

「
神
祭
」
と
同
様
に
、
主
題
は
季
節
に
拠
る

分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
が
そ
こ
に
配

さ
れ
て
い
る
歌
は
、
夏
、
冬
季
の
区
別
な

く
主
題
に
拠

っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
て
も

「神

楽
」
は
冬

の
主
題
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

歌
合
に
お
い
て
、
神
楽
が
歌
題
と
し
て
初
出
は
、
永
承
四
年
十
二
月

一
日
庚

申
六
条
斎
院
楳
子
内
親
王
歌
合
で
あ
る
。
歌
題
は
、
神
楽

・
雪

・
氷

・
歳
暮

・

待
春
で
あ
り
、
冬
季

の
歌
題
の
歌
合

で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

で
神
楽

の
歌
題
の
あ
る
歌
合
を

『平

安
朝
歌
合
大
成
』
に
拠

っ
て
列
挙
し
て
み
る
と
、
承
暦
四
年
十
月
二
日
庚
申
篤

子
内
親
王
家
侍
所
歌
合
、
永
保
三
年

十
月
斎
宮
提
子
内
親
王
歌
合
、
寛
治
五
年

十
月
十
三
日
従
二
位
親
子
草
子
合
、
承
徳
元
年
東
塔
東
谷
歌
合
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
合
は
、

い
ず
れ
も
神
楽
を
冬
季
の
歌
題
と
し
て
い
る
。
神
楽
が

冬
季

の
歌
題
と
し
て
定
着
す
る
に
当
た

っ
て
、
宮
中
、
お
よ
び
伊
勢
神
宮

・
賀

茂
神
社
等

で
行
わ
れ
る
御
神
楽
は
十

一
、
十
二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
冬
季
の
歌

題
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
、
宮
庭
式
楽
と
し
て
大
成
し
た

内
侍
所
御
神
楽
の
成
立

(長
保
四
年

五
月
と
も
寛
弘
二
年
十
二
月
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
)
の
影
響
は
無
視
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
歌

合
に
お
け
る
神
楽
の
歌
題
の
初
出
は
、
内
侍
所
御
神
楽

の
成
立
以
降
と
い
う
こ

と
か
ら
、
冬
季
と

い
う
季
節
の
歌
題
と
し
て
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
、
歌
題
と
し
て
の
神
楽

の
初
出
に
永
承
四
年

(940
)
で
あ
る
こ
と

ー

か
ら
、
比
較
的
新
し

い
歌
題
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前
の
神
楽
を
み
て
み
る
と
、
勅
撰
集

に
お

い
て
は
歌
題
と
し
て
見
出
せ
ず
、
『古
今
集
』
以
来
、
神
あ
そ
び
、
神
楽

歌
、
神
祇
と

い
う
独
立
し
た
部
立
が
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
神
楽
歌
の
配
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
屏
風
歌

で
は
画
料
と
し
て
神
楽
が
夏

・
冬
季
に
あ
り
、
季
節
の
限
定

は
み
ら
れ
な

い
。
初
期
百
首
で
の
神
楽
は
主
題
と
さ
れ
ず
神
祭
が
冬
季
の
主
題

と
さ
れ
て
い
る
。
内
侍
所
御
神
楽

の
成
立
以
降
に
成
さ
れ
た

『相
模
百
首
』
に

は
、
冬
季

の
主
題
と
し
て
神
楽
が
み
ら
れ
る
。

歌
合
に
お
い
て
も
神
楽

の
歌
題
の
初
出
が
新
し
く
、
内
侍
所
御
神
楽
成
立
以

降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
冬
季
の
歌
題
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。こ
の
よ
う
に
、
『堀
河
百
首
』
歌
題

の
選
考
に
際
し
て
、
神
楽
が
勅
撰
集

の

よ
う

に
神
祇
の
歌
題
と
し
て
で
な
く
、
『相
模
百
首
』
や
歌
合

の
よ
う
に
冬
季

の
季
節
歌
題
と
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

『堀
河
百
首
』

の

「神
楽
」
十
六
首

の
歌
語
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
神
楽

歌
や

『古
今
集
』
、
『拾
遺
集
』

の
神
あ
そ
び
歌
、
神
楽
歌
を
基
に
し
た
歌
語
が

多
く
、
榊
葉
、
霜

の
よ
う
に

『古
今
集
』
以
来
詠
み
続
け
ら
れ
た
歌
語
の
ほ
か

に
、
庭
火
、
白
和
幣
、
木
綿
等

の
よ
う
に
神
楽
に
関
す
る
歌
語
に
拠

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
歌
語
の
組
み
合
わ
せ
に
拠

っ
た
詠
歌
が
多
く
、
十
六
首
に
お
け
る
歌

語
の
組
み
合
わ
せ
を
み
て
み
る
と
、
霜
、
榊
葉
に
拠
る
歌
は
四
首

(鰡

・
鯔

・

　　

ユ

ユ

リゐ

　

鵬

.
鵬
)
で
、
雪
、
榊
葉
に
拠
る
歌
は

一
首

(05
)
で
あ
る
。
神
と
庭
火
に
拠

1

(ls)



る
歌
は
四
首

(側

・
幽

・
鯔

・
嘶
)

で
、
こ
れ
ら
の
歌
語
の
組
み
合
わ
せ
に
拠

　
　
ゐ

　
ユ

ユ

ユ

る
歌
が
半
数
以
上
を
締
め
て
い
る
。

ま
た
、
十
六
首
中
に
榊
及
び
榊
葉

の
み
が
詠
ま
れ
た
歌
が
六
首
、
庭
火
の
み

が
詠
ま
れ
た
歌
が
五
首
、
榊
葉
と
庭
火

の
両
方
共
に
詠
み
込
ん
だ
歌
が
二
首
あ

り
、
神
楽
の
十
六
首
の
歌
は
、
同
致

の
歌
語
に
拠
る
歌
が
多
数
を
締
め
て
い
る

こ
と
が
判
る
。

だ
が
、
十
六
首
中
、
榊
葉
及
び
榊

や
庭
火
の
い
ず
れ
も
詠
じ
て
い
な

い
歌
は

　

　

む

次

の
三
首

(04

・
04

・
05
)

で
あ
る
。

　ユ

　　　

ユ

螂
韓
神
に
袖
ふ
る
程
は
と
の
も
り

の
と
も
の
宮

つ
こ
み
び
白
く
た
け

㎜
ゆ
ふ
か
け
て
い
は
ふ
社
の
神
楽

に
も
猶
朝
倉

の
お
も
し
ろ
き
か
な

㎜
し
ら
に
ぎ
て
た
ぐ
さ
の
枝
に
取

り
か
さ
ね
う
た

へ
ば
あ
く
る
天
の
岩
門

1

8

こ
れ
ら
三
首
を
歌
語
及
び
詠
法
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
源
俊
頼
の
歌

(
04
)
ユ

　

を
み
る
と
、
三
、
四
句
目

「主
殿

の
伴
造
」
は
、
『拾
遺
集
』
05
の
歌
を
意
識

ユ

し
た
歌
と
言
え

る
。
こ
の
歌
は

『俊
頼
髄
脳
』
に
お

い
て
、
例
歌
に
引
か
れ
、

少
な
か
ら
ず
関
心

の
あ
る
歌
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　05
主
殿
の
と
も

の
み
や
つ
こ
心
あ
ら
ば
こ
の
春
ば
か
り
あ
さ
ぎ
よ
め
す
な

　
ま
た
、
『神
楽
歌
次
第
』
に

「
「主
殿
寮
主
殿
寮
二
度
即
ち
主
殿
寮

「唯
」
と
称

す
。
仰
せ
て
云
は
く

「御
火
白
く
献

れ
」」
と
あ
り
、
神
楽
の
次
第
の

「御
火

白
く
献
れ
」
を
意
識
し
て
詠
み
入
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
新

し
い
表
現
と
言
え
よ
う
。

　

俊
頼
の
歌
は
、
『拾
遺
集
』
05
を
意
識
し
、
「御
火
白
く
た
け
」
と

い
う
神
楽

ユ

の
言
葉
を
取
り
入
れ
る
と

い
う
俊
頼
独
自

の
創
作
意
図
が
窺
え
る
。

ま
た
、
俊
頼

の
歌
以
降
、
「主
殿

の
伴
造
」
、
「御
火
白
く
」
が
詠
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
題
詠
歌
や
百
首
歌
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
確
か
に
認
め

ら
れ
る
。

　

　

源
師
時
の
歌

(04
)

の
五
句
目

「お
も
し
ろ
き
か
な
」
は
、

『拾
遺
集
』

58

　

の
神
楽
歌
に
拠
る
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

髑
し
な
が
鳥
猪
名

の
ふ
し
原
と
び
わ
た
る
鴫
が
は
ね
お
と
お
も
し
ろ
き
か
な

神
楽

の
歌
題
で

「面
白
し
」
を
詠
み
入
れ
た
歌
と
し
て
は
寛
治
五
年
十
月
十

三
日
従
二
位
親
子
草
子
合
30
や
承
徳
元
年
東
塔
東
谷
歌
合
23
に
見
出
さ
れ
る
。

30
霜
ふ
れ
る
庭
火

の
松
の
笛

の
音
は
お
も
し
ろ
く
こ
そ
な
り
ま
さ
る
か
な

23
榊
葉
に
雪
ふ
る
時
の
御
神
楽
は
面
白
き
増
す
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

こ
の
歌
合
歌
23
と
同
様
に
雪
降
る
神
楽
の
興
趣
を
詠
じ
た
歌
と
し
て

『堀
河

　

百
首
』

の
河
内

の
歌

(05
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

　05
賢
木
と
る
庭
火
の
ま

へ
に
ふ
る
雪
を
お
も
し
ろ
し
と
や
神
も
み
る
ら
ん

ユ
こ
の
歌
は
、
「面
白
し
」

の
白
し
に
雪
の
縁
語

「白
し
」
を
懸
け
技
巧
的
に
仕

上
げ
て
い
る
。

ま
た
、
『夫
木
抄
』
に

「天
仁

二
年
十

一
月
顕
季
家
歌
合

の
神
楽
」
と

い
う

詞
書
の
藤
原
保
俊
の
歌
に

魏
天
の
戸
を
ほ
そ
め
に
あ
け
て
み
そ
な
は
す
庭
火
の
影
の
お
も
し
ろ
き
か
な

　

ワ

づ

と
あ
り
、
五
句
目
の

「お
も
し
ろ
き
か
な
」
は
、

『拾
遺
集
』

麟
に
拠
る
の
で

　

は
な
く
、
師
時
の
歌

(
04
)
を
前
提
に
し
た
歌
を
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ユ

こ
の
よ
う
に
、
神
楽
に

「面
白
し
」
、
「面
白
き
か
な
」
等
を
詠
じ
る
こ
と
は
、

『拾
遺
集
』
の
神
楽
歌
に
表
現
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌

人
達

の
詠
歌
活
動

の
時
期
に
お

い
て
、
「面
白
し
」
、
「面
白
き
か
な
」
は
よ
く

詠
ま
れ
、
注
視
さ
れ
た
発
想
と
言
え
よ
う
鴻
ま
た
、

『堀
河
百
首
』
以
降

の
百

首
歌
や
題
詠
歌
に
歌
例
が
み
ら
れ
、
神
楽

の
詠
出
方
法
と
し
て
定
着
化
の
傾
向

が
見
取
れ
る
だ
ろ
う
。

藤
原
顕
仲
の
歌

(050
)
㊨

「し
ら
ぎ
て
」、
「た
ぐ
さ
」
は
、

『古
事
記
』

冒

ユ

本
書
紀
』

の
天

の
岩
屋
戸
の
話
に

「
下
枝
に
白
丹
寸
手

(し
ら
に
き
て
)
、
青

丹
寸
手

(あ
を
に
き
て
)
を
取
り
垂
で
て
」
と

「
天
の
香
山
の
小
竹
葉
を
手
草

に
結
び
て
」
と
あ
り
、

『古
事
記
』

に
典
拠
を
求
め
た
歌
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

五
句
目

「天

の
岩
門
」
と

の
関
連
か
ら

の
歌
語
の
使
用
で
あ
ろ
う
。

「
し
ら

に
き
て
」

は
、
管
見

の
範
囲
で
は
例
歌
が
見
ら
れ
な

い
。
だ
が
、

(IS)



「
た
ぐ
さ
」
は

『万
葉
集
』
脳
や

『恵
慶
法
師
集
』
脇

(『新
編
国
歌
大
観
』
第

　　
　

三
巻
)
の
百
首
歌
、
春
に
見
出
せ
る
。

　剏
霍
公
鳥

鳴
音
聞
哉

宇
能
花

万

開
落
岳
尓

田
草
引
轗
嬬

鵬
た
く
さ
と
る
は

・
そ
も
う

へ
し
も
え
ぬ
れ
は
し
つ
の
ま
す
ら
も
お
り
た
ち

に
け
り

「た
ぐ
さ
」
は
、
歌
例
が
少
な
く
、

『記
紀
』

『万
葉
集
』
に
出
典
を
求
め
た
歌

語
と
言
え
る
。

藤
原
顕
仲
の
歌
は
、
天
の
岩
屋
戸

の
神
事
に
発
想
や
歌
語
を
求
め
た
特
徴
的

な
詠
歌
と
言
え
よ
う
。

　

　

む

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
首

(
04

・
04

・
05
)
は
、
神
楽

の
言
葉
や
今
ま

ユ

ヨ　　

ユ

で
出
典
と
さ
れ
な
か

っ
た
神
楽
歌

の
歌
語
や

『記
紀
』
の
天
の
岩
屋
戸
の
神
事

に
典
拠
を
求
め
た
歌
語
に
拠
る
詠
歌

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
歌
語
や
表
現
の
工
夫

が
認
め
ら
れ
、
特
徴
的
な
歌
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
神
楽
題
の
十
六
首
に
お

い
て
類
型
的
な
発
想
や
表
現
に
つ
い
て
み
て

み
よ
う
。

ヨ

ワゴ

む

神
楽

の
歌
十
六
首

の
う
ち
、
天
の
岩
戸
を
詠
じ
た
の
は
三
首

(04

・
04

・
05
)

1

1

1ー啣

で
あ
る
。

ヨ醜
榊
と
り
ゆ
ふ
し
て
あ
そ
ふ
冬

の
夜
は
天
の
岩
戸
も
あ
け
ぬ

へ
き
か
な

　醜
庭
火
に
た
く
天
の
岩
戸
の
神
わ
さ
は
あ
め
た
ち
か
ら
を
猶
そ
う
れ
し
き

む鵬
し
ら
に
き
て
た
く
さ
の
枝
に
取

り
か
さ
ね
う
た

へ
は
あ
く
る
天
の
岩
門

、

こ
の
三
首
は
い
ず
れ
も
神
楽
の
起

源
で
あ
る
天
の
岩
屋
戸
の
神
事
を
発
想
の

基
に
し
て
い
る
。
天
の
岩
戸
の
神
事

を
歌
材
と
し
て

『万
葉
集
』
か
ら
詠
じ
ら

れ
、
神
楽
の
歌
題
の
詠
歌
と
し
て
は
、
承
徳
元
年
東
塔
東
谷
歌
合
に

21
こ
れ
や
こ
の
天
の
岩
戸
を
押
し

ひ
ら
き
荒
ぶ
る
神
も
な
ご
む
御
神
楽

と
あ
り
、
神
楽
に
拠

っ
て
天
の
岩
戸

が
開
い
た
と

い
う
岩
屋
戸
の
神
事
を
詠
じ

て
い
る
。
前
掲

の
三
首
も
同
様

の
発
想
に
拠
る
が
、
殊
に
仲
実
の
歌

(740
)
は
、

ユ

天
の
岩
屋
戸
の
神
事
に
関
連
す
る
天
手
力
男
に
焦
点
を
あ
て
、
独
自

の
工
夫
が

成
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
初
撰
二
度
本
系

の
橋
本
公
夏
卿
筆
本

『金
葉
和
歌
集
』
に

神
楽
の
心
を
よ
め
る

藤
原
致
時

跚
朝
倉

の
こ
ゑ
こ
そ
空
に
き
こ
え
け
れ
あ
ま
の
岩
戸
を
今
や
あ
く
欝

と
あ
り
、
前
掲

の

『金
葉
集
』

獅
の
後
に
配
さ
れ
て
い
る
。
天
の
岩
戸
が
神
楽

に
拠

っ
て
開
く
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
歌
謡
神
楽
歌
名

「朝
倉
」
が
詠
み

入
れ
て
あ
り
、
『堀
河
百
首
』
に
お
け
る
神
楽

の
詠
法
と
同
様
の
特
徴
が
み
ら

れ
、
『同
百
首
』
詠
出
の
同
時
期

の
歌
と
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
楽
を
天
の
岩
屋
戸
の
神
事
の
発
想
に
拠
る
歌
は
、

『堀
河

百
首
』
詠
出
当
時
に
お
け
る
神
楽
の
詠
法
の
パ
タ
ー
ン
の

一
つ
と
し
て
捉
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』
以
降
に
お

い
て
も
神
楽

の
歌
例
を
挙

げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
詠
法

の
定
着
す
る
傾
向
が
看
守
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

神
楽
と
い
う
、
神
前
で
の
舞
楽
と
共
に
唱
和
す
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に

詠
じ
て
い
る
瞰
が
皆

価

.
脇

.
㎜

.
㎜

.
鰡

.
鬮

.
㎜
)
あ
険

そ
の
七

首
の
う
ち
、
05

・
05

・
05
の
三
首
は

ユ

ユ

ユ

む鵬
し
ら
に
き
て
た
く
さ
の
枝
に
取
り
か
さ
ね
う
た

へ
は
あ
く
る
天
の
岩
門

　鵬
榊
は
や
と
き
は
の
枝
に
ゆ
ふ
し
て
て
心
と
け
て
も
あ
そ
ふ
な
る
か
な

聯
さ
か
き
葉
に
ゆ
ふ
し
て
か
け
て
諸
人
の
と
き
は
の
み
も
あ
そ
ふ

へ
き
か
な

い
ず
れ
も
、
具
体
的
に
白
和
幣
の
付

い
た
手
草
を
も

っ
て
う
た
う
姿

(050
)
や

ユ

木
綿
四
手
の
付

い
た
榊
を
持

っ
て
舞
う
心
得
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
、
肥

　

　り

後

の
歌

(501
)
と
紀
伊
の
歌

(鵬
)
は
、
『拾
遺
集
』
珊
を
証
歌
と
し

「榊
葉
」

「常
盤
」
「木
綿
四
手
」
「あ
そ
ぶ
」
と

一
致
す
る
歌
語
が
多
く
、
同
様
な
発
想

に
拠

っ
た
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
二
首
は
、
類
型
的
な
歌
と

い
う
よ
り
は
類

似
歌
と
し
て
認
め
て
も
よ

い
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
こ
の
二
首
は
神
楽
の
舞

楽
に
視
点
を
あ
て
た
詠
歌
で
あ
る
。

鵬
榊
葉
に
ゆ
ふ
し
で
か
け
て
誰
か
世
に
か
神

の
御
前
斎
ひ
そ
め
け
ん

次

の
四
首

(鯤

・
螂

・
㎜

・
鰡
)
は

1

1ー轉

噌置⊥

-

(20)



喊
暁

の
ほ
し
さ

へ
さ
え
ぬ
榊
は
の
霜
う
ち
は
ら
ふ
袖
の
か
さ
ふ
り

8104
か
ら
か
み
に
袖
ふ
る
程
は
と
の
も
り
の
と
も
の
宮

っ
こ
み
ひ
白
く
た
け

9104
ゆ
ふ
か
け
て
い
は
ふ
社
の
神
楽

に
も
猶
朝
く
ら
の
お
も
し
ろ
き
か
な

㎜
ひ
ろ
ま

へ
の
庭
火

の
光
あ
き
ら
け
く
か
な
つ
る
袖
を
見
る
そ
嬉
し
き

　
「袖

の
か
さ
ふ
り
」
、
「袖
ふ
る
」
、
「
か
な
つ
る
袖
」

の
よ
う

に
神
楽
を
舞
う
袖

　

ヨ

　

に
視
点
を
置
い
た
詠
歌

(04

・
04

・
05
)
と
歌
謡

の
神
楽
歌

「明
星
」
、
「
韓
神
」
、

　　よ

ユ

ユ

「朝
倉
」
と

い
う
神
楽
歌
名
が
詠
み
入

れ
た
歌

(42

・
娼

●
49

0

0

0
)
で
あ
る
。

ユ

ユ

　

神
楽

の
舞
楽
に
視
点
を
置
き
、
舞
う
袖

の
動
き
に
拠
る
神
楽
の
歌
は
、
管
見

の
範
囲
お
い
て

『堀
河
百
首
』
以
前

の
例
歌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
新
し

い
詠
法
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

『康
資
王
母
家
集
』
鵬

(『私
家
集
大
成
中

古
H
如
』

・

『金
葉
集
』
謝
)
に
、
「
立
舞
ふ
袖
」
と
あ
り
、
神
楽
を
舞
う
袖

の
動
き
を
序
詞
と
し
た
歌
が
見
出
さ
れ
る
。

　2
さ
か
木
は
や
立
ま
ふ
袖

の
追
風

に
な
ひ
か
ぬ
神
も
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

ユこ
の
よ
う
に
、
神
楽
を
舞
う
袖
に
拠
る
詠
法
が

『堀
河
百
首
』

の
歌
と
そ
の

百
首
の
詠
出
歌
人
達
と
交
流

の
あ
る
歌
人
の
詠
歌
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
『堀

河
百
首
』
詠
出
時
期
の
新
し
い
詠
法
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
『堀
河
百
首
』

成
立
以
降
の
題
詠
や
百
首
歌
に

「袖

ふ
る
」
と

い
う
よ
う
な
舞
う
袖
に
拠
る
詠

法

の
例
歌
が
多
く
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
詠
法
の
定
着
が
窺
え
る
。

歌
謡
の
神
楽
歌
名
を
詠
み
入
れ
た
三
首
の
う
ち
、
ま
ず

「朝
倉
」
は
取
り
上

　

げ
て
み
よ
う
。
こ
の
源
師
時
の
歌

(04
)
以
前
に

「朝
倉
」
を
詠
み
入
れ
た
歌

ユ

例
は
数
多
く
挙
げ
ら
れ
る
だ
が
、
神
楽

の
題
詠
歌
に

「朝
倉
」
を
詠
み
入
れ
た

歌
例
は
挙
げ
ら
れ
な

い
。
本
来
歌
謡

の
神
楽
歌

「朝
倉
」
と
し
て
詠
じ
た
歌
は

管
見
の
範
囲
に
お

い
て
源
師
時
の
歌

が
初
出
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
詠
歌
以

降
は
、
百
首
歌
や
題
詠
歌
に

「朝
倉

」
を
詠
じ
た
歌
例
が
あ
り
、
こ
の
歌

の
影

響
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
大
江
匡
房

の
歌

(04
)

の

「暁
の
星
」
は
、
歌
謡

の
神
楽
歌

「明
ア

ユ

カ
星
ホ
シ
」
に
意
識
し
た
歌
語
で
あ

ろ
う
。
「暁
の
星
」
詠
じ
た
歌
例
は
、
管

見
の
範
囲
で
こ
の
歌
以
前

に
見
出
せ
ず
、
大
江
匡
房
独
自

の
歌
語
と
推
察
さ
れ

る
。だ
が
、
「暁
の
星
」
も
こ
の
詠
歌
以
降
の
百
首
歌
に
歌
例
が
挙
げ
ら
れ
、
そ

れ
ら
は
こ
の
歌
の
影
響
に
拠
る
歌
と
捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「韓
神
」
を
詠
じ
た
の
は
源
俊
頼
の
歌
で
あ
る
。
「韓
神
」
に
歌
謡
の
神
楽

名

「
韓
神
」
を
懸
け
技
巧
的
に
仕
上
げ
て
い
る
。
「韓
神
」
は
、
や
は
り
管
見

の
範
囲
で
は
こ
の
詠
歌
以
前
に
歌
例
は
見
え
ず
、
源
俊
頼

の
新
奇
な
歌
語
と
言

　
　

　
り

え
る
が
、
『散
木
奇
歌
集
』
55

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
62

・

『千
載
集
』
17
)

-⊥

1

の
隠
題

の
歌
に

か
ら
か
み
の
か
た
き

　55
よ
と
と
も
に
心
を
か
け
て
た
の
め
と
も
わ
れ
か
ら
か
み
の
か
た
き
し
る
し

ー
か

と
あ
り
、
「韓
神
」
に

「唐
紙
」
「型
木
」
「難
き
」
を
懸
け
て
技
巧
的
な
歌
で

あ
る
。
殊
に
、
俊
頼
に
と

っ
て

「韓
神
」
は
新
奇
で
興
味
の
あ
る
歌
語
と
捉
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『夫
木
抄
』
に
拠
る
と
、
冬
部
三
の

「神
楽
」
に

「天
仁
二
年
十

一
月
修
理

大
夫
顕
季
歌
合
、
神
楽
」
に

　弱
ゆ
ふ
て
ぐ
ら
手

に
と
り
飾
る
韓
神
は
三
輪
を
よ
こ
て
に
す
す
め
つ
る
か
な

7

8

と
あ
る
。
こ
れ
は
隆
源
法
師
の
詠
歌
で
あ
る
が
、
俊
頼
の
歌

(04
)
の
影
響
さ

ユ

れ
た
歌
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「韓
神
」

は

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達
に

注
目
さ
れ
た
歌
語
と
も
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「韓
神
」
も
こ
の
詠
歌
以
降

の
百
首
歌
に
歌
例
が
み
ら
れ
、
源
俊
頼

の
歌
に
拠

っ
た
歌
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
楽
の
題
詠
歌
や
百
首
歌
に
、
具
体
的
に
神
楽
歌
名

「朝
倉
」

や

「韓
神
」
又
は

「明
星
」
に
拠
る

「暁

の
星
」
を
入
る
表
現
は
、
『堀
河
百

首
』
以
前

の
例
歌
に
み
ら
れ
ず
、
新
趣
向

の
表
現
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
三
首
以
降
に
は
、
百
首
歌
や
題
詠
歌
に
歌
例
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
神

(21)



楽

の
詠
法
の

一
つ
と
し
て
定
着
化
が

み
ら
れ
る
。

　

歌
題

「
神
楽
」

の
十
六
首
の
う
ち

、
類
似
歌
と
し
て
藤
原
顕
季

の
歌

(
04
)
1

　

と
永
縁

の
歌

(05
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ユ

　04
夜
も
す
が
ら
取
る
榊
葉
に
お
く
霜
の
と
け
ざ
ら
め
や
は
神
の
心
も

21塒
庭
火
に
は
取
る
榊
葉
に
お
く
霜
も
と
け
や
し
ぬ
ら
ん
神

の
心
も

こ
の
二
首
の
類
似
に

つ
い
て
は
、
既
に
竹
下
豊
氏
が
ご
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
初
句
が
違

い
、
四
句
目
が
多
少
違
う

の
み
で
、
残
り
は
ほ
と
ん
ど

一
致

　

し
て
い
る
。
ま
た
、

04
の
歌
は
、
寛
治
五
年
十
月
十
三
日
従

二
位
親
子
草
子
合

1

に
29
夜
も
す
が
ら
た
け
る
に
は
び

の
お
く
霜
の
と
け
ざ
ら
め
や
は
神
の
心
も

と
あ
り
、
こ
の
歌
は
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
あ
る
い
は
顕
季
の
歌

で
は

な
い
か
と
も
推
察
し
、
そ
の
歌

の
二
句
目
を
変
え
た
だ
け
で
、
『堀
河
百
首
』

　　
　

に

出

し

て

い
る

と

し

て

い
る

。

ヱ

だ

が

、

前

掲

の

『後

拾

遺

集

』

17

に

ユ

ユー7
さ

か

き

葉

に

降

る
白

雪

は

消

え

ぬ

め

り

神

の
心

は

い
ま

や
と

く

ら

ん

ユ

　
り

り
ゐ

と
あ
り
、
神
祇

の
部
立
の
歌
で
あ
る
。
04

・
05
の
歌
と
は
、
「榊
葉
」
「神
の
心
」

ユ

　

「と
く
」
と

一
致
し
、
「と
く
」
を

「
溶
く
」
と

「解
く
」
を
懸
詞
と
す
る
な
ら

ば
共
通
点
が
多
く
み
ら
れ
、
参
考
に
し
た
と
も
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

藤
原
顕
季
の
歌
と
永
縁

の
歌
は
類
似
歌
で
あ
り
、
し
か
も

『後
拾
遺
集
』
ml

を
参
考
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

・

ユ

見
立

て
と

い
う
技
巧
に
拠

っ
た
歌
と
し
て
、
公
実
の
歌

(04
)
と
基
俊
の
歌

ー

ユ(05
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

罫
04
あ
ま
と

つ
る
神

の
心
を
と
る
け
ふ
や
庭
火

の
け
ふ
り
雲
と
み
ゆ
ら
ん

1105
夜
を
寒
み
と
る
榊
葉
に
お
く
霜

を
し
ら
ゆ
ふ
花
と
人
や
み
る
ら
ん

1ー

ユ

04
は
庭
火

の
煙
を
雲
に
見
立
て
、

05
は
榊
葉
に
置
く
霜
を
白
木
綿
花
に
見
立

ユ

　　

て
と

い
う
表
現
技
法
に
拠

っ
て
い
る
。
霜
や
庭
火
と
い
う
伝
統
的
な
歌
語
を
技

巧
的
に
処
理
す
る
こ
と
は
詠
法
の
工
夫

の

一
つ
と
し
て
受
け
取
れ
よ
う
。

ユ05
の
よ
う
に
、
榊
葉
と
霜
を
木
綿
四
手
に
連
想
す
る
歌
例
と
し
て
前
掲

の

ヱ
『金
葉
集
』
獅
の
皇
后
宮
権
大
夫
師
時

の
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

獅
か
み
が
き
の
三
室

の
山
に
霜
ふ
れ
ば
ゆ
ふ
し
で
か
け
ぬ
榊
葉
ぞ
な
き

初
雪
の
白
色
か
ら
木
綿
四
手
を
連
想
す
る
歌
例
は
あ
る
が
、
霜
を
白
木
綿
花
と

連
想
す
る
歌
例
は
見
出
せ
な

い
。

コ　

　

白
木
綿
花
は
、
『堀
河
百
首
』
以
前
に
お

い
て

『万
葉
集
』

(
脳

・
U

・
74
)

1

11亠

に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

脳
山
高
み
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ

つ
滝
の
河
内
は
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

m
泊
瀬
川
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ

つ
瀬
を
さ
や
け
み
と
見
に
来
し
我
れ
を

婀
山
高
み
白
木
綿
花
に
落
ち
た
ぎ

つ
菜
摘
の
川
門
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も

こ
の
三
首
は
、
い
ず
れ
も
水
の
落
ち
た
ぎ

つ
様
子
の
比
喩
的
な
表
現
と
し
て

白
木
綿
花
を
詠
じ
て
い
る
。
白
木
綿
花
が
詠
じ
た
歌
は
、
管
見

の
範
囲
で
は
万

葉
歌
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『万
葉
集
』

に
典
拠
を
求
め
た
歌
語
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
『散
木
奇
歌
集
』
㎜
に

『万
葉
集
』

脳
と
同
様
に
滝
の
た

き

つ
様
子
の
比
喩
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　㎜
吉
野
川

い
は
ゐ
せ
き
を
わ
き
か

へ
り
白
木
綿
花
や
た
き
の
玉
水

こ
の
よ
う

に
、
白
木
綿
花
は

『
万
葉
集
』
を
典
拠
と
し
た
歌
語

で
あ
り
、

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達
に
は
関
心
を
も
た
れ
た
歌
語
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

ヱ

れ
る
。
ま
た
、
基
俊

の
歌

(05
)
は
白
木
綿
花
を
水

の
た
ぎ

つ
様
子
の
比
喩
で

ユ

は
な
く
、
榊
葉
に
置
く
霜
を
見
立

て
る
と

い
う
技
巧
的
な
新
し
さ
が
看
取
さ
れ

る
。歌
題

「神
楽
」
の
詠
歌
に
お

い
て
、
こ
の
二
首
以
前
に
見
立
て
と

い
う
技
巧

に
拠
る
詠
法
は
見
ら
れ
ず
、
『同
百
首
』

に
お
け
る
新
趣
向

の
詠
法

の

一
つ
と

捉
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
歌
題

「神
楽
」
に
お
い
て
類
型
的
発
想
や
詠
法
や
類
似
歌
が

み
ら
れ
る
。
特
に
、
類
型
的
な
発
想
や
詠
法
は
神
楽

の
起
源
で
あ
る
天
の
岩
屋

戸
の
神
事
を
基
に
し
た
発
想
や
神
楽

の
舞
楽
に
視
点
を
置

い
た
詠
法
や
技
巧
的

(22)



な
詠
法
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
殊
に
、
舞
の
袖

の
動
き
を
表
現
し
た
り
、
歌
謡
の

神
楽
歌
名
を
技
巧
的
に
詠
み
入
れ
た
り
、
ま
た
、
見
立
て
と
い
う
技
巧
に
拠
る

詠
法
は
、
い
ず
れ
も

『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
達

の
新
趣
向
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『堀
河
百
首
』

に
お
け
る
神
楽
の
詠
歌
の
特
徴
は
、
神

楽
歌
に
歌
語
を
求
め
な
が
ら
類
型
的
な
発
想
や
詠
法
に
拠
る
歌
や
技
巧
に
拠
る

歌
と
類
似
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
神
楽
歌
の
歌
語
で
あ
り
、
榊
葉
の

縁
語
で
あ
る
常
盤
と
い
う
伝
統
的
な
発
想
を
主
と
せ
ず
、
神
楽
を
具
体
的
に
捉

え
て
詠
じ
て
お
り
、
『永
久
百
首
』

に
お

い
て
榊
と
い
う
歌
題
が
み
え
る
こ
と

か
ら
、
神
楽
を
主
と
し
た
歌
題
と
し

て
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
神
楽
は
歌
題
と
し

て
新
し
い
こ
と
か
ら
詠
出
に
当
た

っ
て
歌

人
達
は
、
神
楽
歌
や

『記
紀
』
を
発
想
の
基
と
し
、
そ
こ
に
新
し
い
歌
語
を
求

め
た
り
、
「榊
葉
」
や

「霜
」
等
の
伝
統
的
な
歌
語
を
用
い
な
が
ら
様

々
な
表

現
や
詠
法
の
創
意
工
夫
が
必
要
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
堀
河
百
首
題

「神
楽
」
の
特
徴
と
し
て
類
型
的
な
発
想
や
詠
法
と
類
型

歌
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
に
際
し
て
、
既
に
先
学

の
ご
指

摘

の
よ
う
に
、
お
互
い
に
影
響
し
合
う
よ
う
な
場

の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
で
あ

　
　
　

ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
新
し
い
歌
題
で
あ
る
神
楽
を
詠
出
す
る
折
に
、
新
し

い
歌
語
や
趣
向
を
組
み
合
わ
せ
や
新
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
積
極
的
に
新
し
い

和
歌
表
現
を
求
め
よ
う
と
す
る
歌
人
達

の
共
通
す
る
意
識
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と

は
間
違
い
な

い
で
だ
ろ
う
。

　

(
2
)

『万
葉
集
』

94
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
声
聞
く
や
卯

の
花

の
咲
き
散
る

ユ

岡
に
葛
引
く
娘
女
と
あ
り
、
万
葉
仮
名

で
は
田
草
と
あ
る
が
活
字
本

で
は
葛
と
な

っ
て
い
る
。

『恵
慶
集
』

鰡

(
『私
家
集
大
成
中
古

1
』

脳
)
嬲
た
く
は
と
る
え
こ
そ
も
む

へ
し
も
え
ぬ
れ
は
た
こ
の
ま
す
ら

を
お
り
た
ち
に
け
り
と
あ
り
、
上
二
句

の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

(
3
)
同
歌
は
、
初
度
本

『金
葉
集
』

嫺
に
あ
り
、
『続
詞
花
集
』
謝
で

作
者
名
が
藤
原
政
時
と
あ
る
。

(
4
)
竹
下
豊
氏

「
『堀
河
百
首
』
成
立
事
情
と
そ

の
性
格

堀
河
百

首
研
究

(
1
)
ー
ー
」

(「女
子
大
国
文

国
文
篇
」
第

36
号
、
昭

61

・
3
)

(
5
)
(
4
)
に
同
じ
。

本
文
に
引
用
し
た

『万
葉
集
』
、
『古
今
和
歌
六
帖
』
、
『堀
河
百
首
』

勅
撰
集
は

『新
編
国
歌
大
観
』

(歌
番
冖号
も
同
本
に
拠
る
)
に
拠
る
。

た
だ
し
、
表
記
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(23)

〈注
〉(1
)
松
本
真
奈
美
氏

「曾
根
好
忠

「毎
月
集
」

に
つ
い
て
ー

屏
風
歌

受
容
を
中
心
に
ー

」

(
「国
語
と
国
文
学
」
平

3

・
9
)
、
金
子
英

 世
氏

「
「源
順
百
首
」

の
特
質
と
初
期
百
首

の
展
開
」

(コ
ニ
田
国
文
」

第
19
号
、
平

5

・
12
)
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